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冷凍機,?と気調和轢および冷凍装置の需要は,成長期の製品とし

て産業界の好,1く況にもあまり影響を受けず,順調に伸展してきた

が,40年度ほ産業界全般の不況を反映し,従来ほどの成長率を示さ

なかった｡しかし健全な址どりを示している｡

今後における空気調和の仲良も十分期待される一九 冷凍業界の

働きとして,昭和40年1月に糾学技術什資源局が生鮮食料品の低温

流通機構(coldchain)の紫備を勧告し,その後各力耐にてコールド

チェーンに関する研究,開発が行なわれだし,今後4･～5年の問にど

の程度までコールドチェーソの体系が確立されるかが,冷凍機業非

の注目点となっている｡

伺内需要とともに,海外輸出についても東南アジア,ヨーロッパ

.渚国に販売網の整備を償え,海外における地位を固めつつある｡技
術血においてほ,製占r■lの性能向上,機種の盤鵬,新製l■ふ-1の開拓,装

E生l二業への冷凍機の止こ川化があげらjtる｡
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ターボ冷凍機の全体の寓要動向として4∩年度は横ばいの詰;要と

なった｡需要のl勺輯としてほ100～200冷凍トン級が多く,また大形

として1,000冷凍トン紐のものが口だった.｡日光製作所でも某化学

二亡場に1,100tx2子?♂つ大形機を納入した｡,ビルの空調川以外として

二【二業川のターボ冷凍椀の需要ほ･やはさフ不況のためか設備投資が少な

く,1‾‾jだった伸びはなかった｡技術的動向として,ターボ冷凍機を

スチームタービンで駆動し,その背圧蒸気で吸収式冷凍磯を回すと

いう計画が具体化されている｡また各社とも大形機種を密閉化する

帆ごりカミ表われており,日立享雑作所も1,250t までのシリーズを完成

して需要に応じられる態勢を整えている｡

高速多気筒冷凍梯は化学工業の設備投資延期抑制にf一三い,この力

而の需要は横ばいの状況にあるが,水産物流通機構改善のため各地

に水産物冷蔵樺が設立され,高速多気筒の需要があった｡水産物冷

蔵庫だけでなく,野菜類,果実叛を貯蔵するため高速多気簡便用の
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冷蔵庫を使用し,冷却物に最適の許容温.蜘封印(TimeTemperature

Tolerance,略してT.T.T.)の研究が行なわれるようになったり ま

た果実の貯蔵では大気の約成を果物の貯蔵に適するように調節した

CA貯蔵が採用され,わが国ではリンゴのCA貯蔵庫が建設された｡

【l立製作所でも晴海のバナナ貯蔵睡として日本通運に納入した｡本

貯蔵庫は210冷凍トンターボ冷凍枚2台,44冷嫌トン高速多気筒冷

凍機1台という大規模なものである｡

中規模のビルの冷掛こは今まで高速多気筒の直膨方式がほとんど

であったが,最近は軽負荷時の容量制御を効率よく行なうため,冷

水を各階にまわすファンコイルユニット方式が採られる例が多くな

った｡この方式では蓄熱運転も可能で,冷凍棟設備容量を小さくで
きる利点がある｡日立製作所ではこの空調力式の傾向に対応して,

40年度においてはチラーユニットの改良に努め,種々の点で使いや

すい製品を市場に出した｡その販売台数はほかの執1｢.が伸びなやん

でいるなかで,39年度の1,5倍強と驚異的な仲良を示した｡これに

伴いフアンコイルユニットも順調に伸びた｡

小形冷凍機において掛こ0.75kW以下の全僻閉形コソデンシソグ

ユニットが,従来の開放形コンデソシソグユニットに代わって仲良

を示した｡これは全密閉形が小形軽量で,軸封よりの冷媒洩れがな

く,配管工事が開放形より簡jiiであることが,工事業者に認識され

てきたためである｡現在11kWまでの冷房用(高温用),冷蔵用(低

温ノーi+)のシリーズを完成し朽場に送り出している｡牛如こ0.75kW以

下の橡種は電動機を4極から2瞳に変え,ユニット全体を小形軽量

化し,これらの機器を理化学機器や厨房機器に組み込む際の便宜を

はかった｡

大形冷凍依として吸収式冷凍機の需要もだんだんとふえてきてい

る｡この需要動l｢】Jに対応して】‾1立製作所でも数年前より研究開発し

ていたが,今年春に建築設計設備関係者を〃=崎工場に招き盛大なレ

セプションを行なった｡今彼の需要が大いに期待される｡
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空 調 機

/､ッケージ形空調機の詣要ほ,39年度までほ成長期製1`1r'1として

順調に伸びてきたが,40年風£経済舛の不況と冷夏の影響をうけ

やや伸び悩んだ｡

パッケージ形空調機の40年度の動向としては,大形機種が製作

された点である｡数年前までほパッケージ形空調機の巌大容量は

15kW程度と考えられていたが,ここ2′～3年のうちに大形機種

の開発が清流にチノなわれ,40年度にほ37～75kWの大形パッケ

ージ形空調機も製作された｡日立製作所でも32.4kWの新機種を

販売するとともに,これ以Lの大容量の要求にこたえるためフア

ン■無しの11kWクーリングユニットを製作し,これを必要に応じ

て何個か組み合わせて大容量のパッケージ形増調機を偶成する態

勢を取り好評を博した｡またパッケージ形二･′巨詞機の使用方法とし

て,ダクト使用形が増してきたのも一つの特長である｡

パッケージ形空調機のiF垣外への輸臼-1として,H立製作所では台

湾に台湾R‾棚受粉有限公叫を設立し,現地で水冷式,空冷式パッ

ケージの生産を行なった.｡またHitachiInternationalAir Con-

ditioning Limited(略称HIL)を地中海マルタ島に設立し,ヨー

ローバ市場へ積極的に販売を行なった.｡

温風暖房磯は製品自体が新しいことから順調な伸びを示してお

り,おもな動向としてほ大形椀種の扁要が多くなっている瓜である｡

ト1立製作所では39年掛こほ8機種を製作していたが,40年度にほこ

れら8機種をうめる中間機種80,000および500,000kcal/hの大形椀

種を新たに製作し,11機種として拐要に止こじられる態勢をとった｡

また天井の高い工場などの暖房に適した天井つり暖房機の製作を行

ない,今後の嵩要に備えている.｡昨年度より販売した温水ボイラも

需要にこたえ,2椀種より4機種に椀種を充実した｡

大気汚染が重視され,環境衛生,労働衛生の改善が要求され,′く三太

調和設備の一環としてエレクトリックエアクリーナの諾要ほ年々,

徐々にでほあるが増加している｡口‾ゝ■_′二製作所では各稗容量のエレク

トリックエアクリーナを拳法作しているが,40年度にほ新製■1-Ilとして

従来のHA形の構造を簡帥こし,かつ高性能のHG形の製作を行な

った｡

冷 凍 機 応用 品

冷凍磯んいl-1聾糾.■‡の濡要ほ1く況と馳J-■1普及に影響され全般的にf掛よ

いに終わった｡しかし各メーカーとも新機種の開如こ力を入れ,新

しい濡要の換起につとめた｡日‾わ二製作所

の40年度の新製■!丁■-1としてほ冷蔵ショー

ケース4機種,ウォーククーラ2機稚,

i大ト1 ハソt′∴-ンJlラェ‾′▲二Jン‾‾√rJ三 -J

し32.4kWRP-4504)

.沖
冶 第48巻 第1[ブ

I

図2 チラーユニット

(RCU3000)

h‾叫‾‾

■-1

国1 パッケージ形エ7コンディ

ショナー(RP-755)

冷凍ショーケース,除湿機終1機種,

l芸13 密閉小形冷凍機

(50Hl-CL,0.4kW)

計8機種と特殊オーダーん-1が

拳法作された.二.これらの新製ぷlの中で冷蔵ショーケース RC-1255M

形ほ前面ガラスのほかに背面のドアもガラスの引rJにして,前綾両

面の展示効果を特にすぐれたものとし,さらに除茄の便をよくする

ため除霜用の縦度調節器を取F)付けた.｡また除湿機Rl)-2005ほ最

近特にその諾要が増人しつつある建築力層打こも位相しやすいよう,

付属部占～lを梅ノブ少なくして軽二量′ト形化した､‥,ウォータクーラでは‾l二

場など多人数向け大容量プレッシャー形が製作され,また特殊オー

ダーんしとしてサービス業務用書こ超大形

り+一一タグーラが納入された｡

今後の傾向として,食純一■｢lの低温流

通機構が確立さjtてゆくにつれ,その

販売容器たるショーケースはさらに普

及するものとみられる.｡また初期に納

入したものが買替え時朋にきていると

ころから,またまだ滞在需要が豊富と

考えられる｡なお食占■-一関係以外の冷淡

供応川製占いこついても桝プE開発が進め

仁ノれており,今後の大きな浦安分野が

期待されている.二,
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冷 凍 ソ巨 気 調

t■吸収式冷凍機の開発

1945年にアメリカにおいて吸収剤として臭化リチウム水溶液が

開発されて以来,ターボ冷凍機に代わって吸収式冷凍機を使用する

例が急増し,とくにアメリカの]三要都市においてはど′レ冷房用とし

て吸収式冷凍機がかなり利用されている｡国内においてもターボ冷

硬機に比べて振軌,騒音レベルが低く,低庁蒸災があれば仲川でき

るなどの特長があり,ここ数年来使川されはじめており,将来の伸

びが期待されている｡

今Iu畑目発された吸収式冷凍機は,羊として,ビルの窄調r口に川い

られ冷凍容量は50RTから500RTの粗相をカ′ミーし,1一汁ヒ鞭数的

に11機種に分撰してある｡

構造は,蒸発静,凝縮器,再/l_ミ器および吸収器を一つのシェル内

にl勺蔵し,シェルと配管頸はすべて溶接されており,空気の漏えい,

性能の低下,腐食の進行を防ぐよう考慮された朋円形で,従来の双

胴形に比べコンパクトになっている√､

性能は,冷水出川見渡8℃,冷却水人｢l抑止32℃,蒸芯肝0.9lくg/

cm2の状態で蒸気消望考量8.3kg/h.RTと従来の8.5＼･9.Okg/h.R′Ⅰ､

に比べ高効率が得られている｡

容量制御特性は,蒸気虻脚J御,柄液制御を並川することによJ),

約10%まで安定した運転ができ,騒音はターボに比べ10＼′15ホ

ン低く,振動も2/上前後できわめてすくない｡)

吸収式冷凍機に使用される臭化リチウム水溶液は,わずかな′′こ与太

にさらされても,金属に対して激しい腐食件を示すが,終棒金属に

■ ファンコイルユニットおよび

チラーユ=ット

(1) ファンコイルユニット

ファンコイルユニットは,夏季は,タmポ冷淡轢,チラーユニ

ットなどより,冷水を受け,冬季ほ,氾水ボイラまたほじートポ

ンプユニットなどより糾水の供給を受けて,室i勺の冷暖店をマイ･な

う機器で,小形軽量であること,静舶な運転ができること,数多

くの個室の冷暖由を個々に制御できるなどの特長がある｡このた

め,最近,ホテル,病院,マンション,ビルディソグをはじめと

して一般住宅にも,冷水,縦水器とファンコイルユニットの糾介

せによる冷暖房が普及しつつある｢､

40年度は,床r芹形4機種に政山を加えて販売するとともに,以こ

埋込形4機種,天ノト)り形4機種,大外坤込形4機構を加えて,

合計16機稗を販リヒし,順調な販売実績を納めた∩

(2)チラ叩ユニット

38年度に新製l抗として発表されたチラーユニットは好J汁を博

し,各方面に使用されているが,特に個室の多いホテ′し,病院な

どの空気調和設備にはチラーユニットとファンコイルユニットの

組合せによる空気調和以外ほ考えられなくなってきた｡このため

需要は経済界の情勢の悪化にもかかわらず,紹f｢20～40プ左の伸び

を示している(J

40年度はこれまでの仕汀j実締をもとに,乍拍i的なモデルチェンジ

を行なった新形機を発表し,さらに性能をI｢】=二し,舵機を締易にし

た｡そのおもな政1も如ま次のとこねりである(-.

(1)外箱表面には挫作髄のみを設際,スイッチ箱は機州こ移し,

パッケージ形空気調和磯とデザインを統一･した｡

(2)水冷却掛こは特殊な構造を,また,′J､容量のものにほ上【櫛

槻に全密閉旺新棟な採川して,小形咋最化した｡

(3)水冷州㍑川身に山一さ冷石ご行なわず,キャビネットに保冷を

和 装 ｢F㌣ 191

対する何食テストを行ない,独l二jのインヒビタを添加することiこ.-と

り,一触に川いF)れているインヒピタ(たとえばクロム酸リチウム)

を添加ルた場糾こ比べ傭兵減竜は約1/3とすくなく血相占果が行らJL

ている｡

臭化リチウム水溶液ほ使糊温度,濃娃によって結晶を起こし能プJ

の低下をきたすとともに運転不能になることがある｡この結晶防【卜

iこは各稗リレーを設け万全を期しているが,ガー統一l?】を起こしても

‖勅｢伽こ糸柑-を融解する装群を設け:家令運転を行なえるようにな一ノ,

ている｡

図1ほ315RT(HAU-15形)吸収式冷凍機の外剛をホすノ､

阿1 315RT(HAU･-15形.)吸収式冷凍機

行なうようにしたため,水冷却貨詩の漏れ点検,う′■■赫1を子fなう際に

快冷をこわす必要がない､つ

(4)冷水および冷却水の肘入口をイ側面にまとめ,また,郡今

により左側にしたい場合にも現場で簡-i‾†う･に変史できるようにし

た｡このため,どのような機械与の配絆,配管にも応ずることが

できるr_､

(5)運転操作はサーモスタットによるrl勃発停を了fなうように

し,また,保誰リレーを`ノ加ffiして,いかなる界常時にも宙故をi打

Jl二できるようにした〔〕

阿1 RFln5F -ト′∵/コイノしユニい/トJ人朽形

同2 RF-1〔)5CSフアン‥ト丁′しコーニ､ソト天井つり形

一--1-191･一-m【
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■ 冷蔵用応用機器

(1)冷蔵ユニット

従来,業務用冷蔵庫にほ,小形冷凍機と冷却器を配管で組み合

わせて作られた冷凍サイクルが用いられていたが,最近に雫り,

一つのキャビネットに冷凍サイクルを内蔵することによって,工

J卯)短桁,性能の安定および簡易な装着ができる製品の必要性が

考えられていた｡一方,冷蔵侍においても,プレハブ式のものが

汗及を始めており,R立製作所でほ,いち早くプレハブ冷蔵師メ

ーカーとタイアップして,冷蔵嘩用冷却装置すなわち冷蔵ユニッ

トの開発を始め,40年度より巾販を始めたわけである｡

この製品ほ,包装食品の貯蔵を主眼として設計されたもので,

席内温度0～10℃を適用範弼としている｡冷却器にほ,送風機に

よる冷風の強制循環式を採用しているので,庫内の温度分布が良

好でかつ,蒸発器の霜付も少ない｡また,運転操

作に必要な電気機器,圧縮機用および送風機用モ

ータの保護装置など,運転に必要な機器をすべて

一つのキャビネットにtぺ蔵しているので,装着後

ただちに運転を開始できる｡

製■剛ま,出力400W(RU-55S)および出力750W

(RU-105C)の空冷式2機種で,前†者は,貯蔵席の

側韓に窓掛式に取付ける形式であり,後者は,貯

蔵樺の天井に取付ける形式である｡貯蔵躇の大き

さほ,H力400Wのものを半坪用(l勺容積約2.4

m3),出力750Wのものを1坪用(内容積4.8m3)

に椒付けることを標準としているが,ビールなど

の飲料L㌔i-1を冷却する必要のあるときほ,-‾､1三坪用と

して,出力750Wの製ん-1を収付けることもでき,

その縦令せを変えて顧客の什様に結こじている｡

詳 論 筍4R答 筍1口

現在のところ,主として,牛乳販売店,食堂などに据付けらjL

ているが,据付作業が容易なこと,性能が安定していることなど

により,各方面から好評を得ている.こノ

(2)低温パッケージ形空気調和機

近年,米穀,みかんの貯蔵,菓子製造業,醸造工業,皮革工業

および特殊薬品の貯蔵などの面で,低温貯蔵の必要性が叫ばれ,

低温倉席が普及を始めた｡木製品ほ,これらの低温倉倖の窄調f口

として,宅州温度が10～20℃に用いられる｡標準の水冷式パッケ

ージ形?と気調和撥の機器を利用し,低況での安全運転に必要な送

風樺,蒸発拝三力調整装帯などを付加して方今を期している｡

また,加湿器,加熱器の組込みなど低温倉庫空調用としての什

指機器を装着できる点は,水冷式パッケージ形空調機となんら変

わるところはない｡機種の面でほ,rH力5.5kWから15kWまで

の4機種を製作しており,順調な販売実績を示している｡

■ 空気調和用機器

｢17絹口40年度の/くツケージ形乍気調和機首旨として水冷式ノニッケー

ジ形三戸気調和機で11機種,低温(10～15℃)を標準運転とする低温

川パッケージ形空気調和機4樺種を加え,一般市場に広範開な販路

を求めた｡また,空冷式パッケージ形空気調和機,ヒートポンプ式

二空気調和機でも,小形軽量,件能の1こ∫J上を目的とした改良を実施し

て,販売しやすい製品の育成に努力した｡

(1)水冷式/くッケージ形空気調和機

水冷式パッケージ形空気調和横は,39年度に販売した1.5kW

H力から21.6kW出力までの8機種に,新たに1.1kWHl力床樫

形のパッケージ形空気調和機,32.4kW出力の.t業用,ビル用の

パッケージ形空気調和機,応用面の広い10.8kW出力冷房用クー

リングユニット,およびダクト施行専用のパッケージノ伊空気調和

機など合計6機種を加え,小さな部犀から大きなビルまでを空気

調和し得る機種の完備をした.｡

(i)1.1kW出力床f琵形のパッケージ形半気調和機

本棟は,木目プリント鋼板の正面パネル,合成樹脂の風吹出

1t,ツウエードメタリックの外板をアルミサッシュで引きしy)

た新しい感覚のデザインを採用した,床匿形のパッケージ形空

気調和枚である｡

本棟にほ,2極密閉形圧縮機,貫流式送風楼,およぴ2頁管

式凝縮器などを積極的に採用し,かつ家具の一部として利用で

きるよう,高さも800mm以下に押え,製品の天板部に花器類

を置くこともできる｡騒音の点については,ルームクーラに負

図1 RU-55S日立冷蔵ユニット

l巽†2 RP-1005LT日立低iほ

パッケージ形乍気調和機

けないものである｡

(ii)1().8kWij-リブの冷房rHクーリングユニット

木機は,10.8kWの半密閉形何軒機と頻発器,および凝縮語詩

をコンパクトに組込んだ冷房ユニットで,これらをn個加えれ

ば,n倍の能力を出すマルチシステムのユニットである｡

現在これらユニットを,5個程度まで組み合わせ,別個の送

風機によって55kW級の冷房機として納入されているケース

が数例にも及んでいる｡,

(iii)3.75kWナH力から7.5kW｢Hノブまでのダクト施‾l‾二:糾｢Ⅰの

パッケージ形1竺気調和槻

木槻は,従来市販している3.75kW出ノJから,7.5kW｢H力ま

での水冷式パッケージ形空気調和機の標準品Ilを応用して,改良

製作したもので,機外静肝を広範P剛こ選べるような調整可能な

モータプーリをl勺蔵している.｡

(iv)32.4kW出力の水冷式パ､ソケージ形空気調和槻

木戟ほ,前項(ii)に示す10.8kW H力の冷房ユニットを3f寸

と,送風機ユニットを組み合わせた32.4kWの竺巨気調和枚で

ある｡

本機ほ,ユニット組1‡式の構造のため,据付搬入,容量制御,

保`､1:ノ託検などの点で,一つの圧縮機を有する他社矧甘lに比べ利

点が多く,顧客から好評を得ている｡

(2)空冷式パッケージ形空気調和機

3.75kW,および5.5kW出力の空冷式パッケージ形空気調和機

でほ,これに併用されるリモートコンデンサに,大幅な構造改良

を加え,性能のlこ】j上と小形軽量化を実現した｡
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特に,従来の多巽送風機を貫流送風機に変更し,製品の保守点

検を簡単にするとともに,艶気--の高さを半減し,かつ擬肺器への

送風分布をよくしたので一段と性能ほl乙トトしたrJ

(3)ヒートポンプ式パッケージ形辛気調和機

40年皮製品は,39年度と同様6機種を販売したが,特に3.75kW

出九 5.5kW出力,およぴ7.5kW出力の3椀種については,外

観,外形寸法をすべて水冷式パッケージ形辛気調和機に合わせて

生産し,統一のとれたシリーズを完成し得た｡

また,冬季の水の凍結については,もう一段の安全機構を付け

加え,凍掛こよる機器の損傷古こ対しで方今な処F2壬をほどこした｡
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周1 RP-155水冷式パッ

ケージ形空気調和機

囲2 RP-505L ダクト専用形

/しッケ】ジ形当?気調和機

■ 日立温水ボイラシリーズ化進む

さきにWP-25,WP-40形温水ボイラの量嵐 販売を行ない時代

の要望と相まってきわめて好評を博したが,本年度ほこれらの性能

向上を図ったWP-30,WP-50形2機種に新たにWP-20,WP-80

形を追加して,中形油だき温水ボイラのシリーズ化を完成した｡

本ボイラは図l,図2に例示するように,たて形として設置面横

を極小にするとともに,燃焼室の通風効果を良好にして燃焼向上を

はかっており,さらに強度,熱効率,操作,安全などのあらゆる点

に多年の経験,技術を生かして製作した高性能ボイラである｡

新機種のWP-20形は騒音がきわめて小さく,取扱いの簡単な蒸

発式ポット形バーナを使用し,毎時最大4/の油を完全燃焼できる｡

表1 日立温水ボイラ標準仕様表

形 式

項 目(単位)

用 途

WP-20 1 WP-30

⊥ヱ三三
給乳 工業用温水暖房,

温水暖房,
給 湯

本

体

燃
焼
装

置

件

能

外 径

高 さ

東 泉

用便

火着

噴

燃 料

方 式

燃 畳

電 動 機

最 大 出 ノJ

貯 湯 罷

出 湯 温 度

最高使用圧力

煙 突 径

電 源

mm

lnm

kg

りh

550

1,380

140

1,200

255

660

1,500

295

灯油 ま たは軽油

WP-80

同左,ただL
上水給湯可能

730

1,850

[二重

交響雲! 日勤者火方式

4･0戸 5･Oi8･6lll･6
二二】至彊選墓r二瑠露

30,000l50,000kcal/bl20,000

90

℃

kg/cm2

mm

約40～70
(調整可能)

150 J 190 ト器
40～85(調整可能)

1.0(水頭醗10In)

150¢ l一 200¢

A.C191100/110V,50/60～

茄火ほ戯初のみ点火棒による手動着火であるが,その後は湯温に応

じて油量調軽器が自動的に油量を制御し,経済連転を行なうように

なっている｡また40g燃料タンクを備えており′J､形軽量で家庭など

一般普及用に設計してある｡

WP-80形はガンタイプバーナを用いてWP-30,WP-50と同様

に,完全自動運転を行なう｡熱交換部構造は煙管式で熱効率も80%

以上の高性能である｡またボイラ水と間接加熱を行なうコイル式上

水給揚装置を設け,暖房用と同時に厨房用などとして常に清潔な温

揚を供給することができ,広範囲の用途に応ずることができる｡

この種の温水ボイラはいずれも伝熱面積が4m2以下のため,労働

基準局の規定するボイラ規格の適用は除外され,取扱いも簡単なの

で,ビルの事務所,一般家庭用をはじめ工場,サービス業など各方

面の暖房,給湯用として広範弼に使用されている｡

図l,図2にそれぞれWP-20,WP-50形の外観を示し,その標

準仕様を表lに示す｡

岡1 WP-20形温水ポイラ 図2 WP-50形温水ポイラ

■ 新形天井つり温風暖房機の開発

広い部屋を効率よく暖房するには,一般に温風暖房機のほかに,

ダクトを設置する場合が多く,その際にはダクト工事を必要とする｡

また床面積の一部を暖房棟設置に必要とするので,広い部屋全体を

有効に使用できない場合がある｡また天井の高い部屋では,一般の

暖房方式では室内の上下の温度差が大きく,床面の温度が低くなり,

暖房熱量を有効に使用できない場合が多い｡

本機はこれらの欠点を解決するために開発した画期的な暖房機

で,下記の特長をもち,工場作業場,体育館などに最適の暖房機で

ある｡.

(1)暖房機とダクトを兼用しているので広範閃に温風を配分で

きる｡

(2)天井つり下げ形のため,床面積および壁面を有効に使用で

きる｡

(3)強力な温風の分配力と,上部高温空気の吸込み循環により,

室内の_L下の温度差が少なく,経済性が高い｡

(4)伝熱面積を大きくとれるので熱効率がよく,燃料を節約で

きる｡

(5)そのほか,HP形日う互温風暖房機のもつ特長を有している｡
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図1 HR 形 温 風 暖 房 機

表1にその標準仕様を示す｡

表11iR形温風暖房隣標準仕様

形 式

項 目(単位)

竺還さ三を1
燃 料! l

風 量!Nm3/b

ノ∴一ナ用電動楼

送風機用電動機l

電 源

嘩 突 径!mm

垂 範■ kg

HR-80

9,835×2,510

80,000

10.5(最大)

灯 油 ま

65/72

0.4kW 39i

HR-150

14,010×2,740

150,000

; 19･5(最大)

た ほ 軽 油

l

l･ 12≡/140

200V 50/60～ 4p

2×1.5kW3¢200V
50/60～6p

AC.3¢,200V,5¢/60～

160¢

512

■ たて形冷蔵ショーケース(自動回転

たな式′手動式回転たな付)

医薬品の最近の発展は非常にめざましく,中でも促鰹剤であるド

リンク類およびアンプル類が数多く市販されている｡これは特に夏

場の疲労回復,スタミナ養成などの健康管理の目的で販売され,そ

の売上げも相当量に上がっている｡そのためこの種の医薬品の販売

には各製薬会社ともに独自の構想になる販売容器を使用しており,

かつこれら医薬品の販売ピークが夏場であることから,すべて冷却

装置付陳列ケースを使用している｡

本ショーケースほ佐藤製薬株式会社より受注し,製作納入したも

のでその特長は展示効果を良くするために従来の形から脱皮して,

縦長式,四面ガラスを採用し,かつ冷却方法として自然循環式にし

た点である｡一般にショーケースのガラス面からの熱侵入量ほ伝

達,ふく射を含めて非常に大きいため,ガラス面を大きくすること

は種々不利な問題を呈する｡加えて縦長式自然循環冷却方式では庫

内上側と下側の温度差が大きくなるため一般にほ強制空冷式を採用

しているが,この場合冷気のショートサーキットが形成され庫内温

度の不均一をきたすおそれがある｡これに対し,本ショーケースは

内部円形たなの中央に110mm¢の穴を設け,たなに貯蔵品を入れ

た場合中央に煙突ようの冷気循環用ダクトを形成することにより,

庫内上下の温度差をなくし,庫内均一冷却を果たした｡またたなを

自動回転するようにして動くディスプレイとしたことが大きな特長

である｡このたな回転は1分間に1回転とし,減速機構を有するモ

210¢

864

ータを使用しさらにたなへの伝達過程において減速しモータfH力を

樺力′トさくした｡なお回転力伝達機構としてはモータ出力軸に取り

付けられたゴムローラとたなとの接触摩擦を利用し,モータ本体と

出力軸先端のゴムローラとの間に支点を設けてモータ本体の重量で

ゴムローラの上下動を行ない,たなとの接触を日掛的に良好ならし

めるようにした｡また手動回転たなのものほ貯蔵∫-一戸■出し入れの便甘

をはかり,手動でたなを回転できるようにしたものである｡

図1 たて形冷蔵ショー

ケース(自動回転棚式)

図2 たて形冷蔵ショーケース

(手動回転棚式)

■ 普及形冷凍ショーケース

ビールおよび牛乳などの清涼飲料あるいはアイスクリームおよび

冷凍食品の販売容器ほ年々その形を変え趣向をこらしたものが製作

販売されているが,これほ食品業界の進展ならびにそれに伴う食品

業老の要求により改良されたものにほかならない｡この種の販売容

器においては顧客の声をただちに反映することが製品計画上の大き

なポイントとなっている｡ちなみに最近の販売容器に対する要求と

しては,貯蔵品が良く見え,展示効果にすぐれていること,また人

目を引く豪華な感じを与える容器であることの2点が不可欠の要素

とされている｡

そこで,この2虎に重点的に着目し計画されたのが本ショーケー

スである｡このショーケースは庫内を-20℃に冷却してアイスク

リームを貯蔵販売する容器で,その特長とする点は,第一にアイス

クリームの販売対象がおもに子供であることからどんな小さな子供

でも上部引戸兼用の透視窓から庫内が見えるよう,ショーケースの

高さを今までにない低いものにし,この結果｢歩ける子なら手が届

く+というキャッチフレーズで多大な反響を呼ぶに至った｡第二は

従来のこの種冷凍轢には一般に寒色系色彩を用いていたが,この既

成概念を打破し,ショーケースの上部全体を暖色系である赤色にし

店頭に並べられるショーケース,ショーウインドウの中でも特に目

につくようにした｡このように歩ける子なら手が届くほどの高さに

したこと,および大胆に赤色を採用したことは他に顆を見ない点で

ある｡
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凶1 普及形冷凍ショーケース RC-1005L

■ ドリンク用ロケットショーケース

の開発

本轢はドリンクアスパラの販売容器として田辺製薬株式会社らか

特命受注製作したもので,専用販売容器としての性格をさらに破調

した製品である｡すなわちアスパラを表徴するロケット形とロケッ

ト頂如こあるミラクル照明を内蔵した回転デスプレーとはこの種販
売容器のデザインとしては画期的なもので業界の注目の的となっ

た｡さらに技術的に大きな特長ほ本機が採用したドリンク送り出し

機構で,その構造は内箱に固定された12枚の固定だなに並べられ

た12本のアスパラドリンクが外部レバーの操作により回転する回

転羽根によって動かされ,固定だなの一部に設けられた落‾F口より

順次‾F段へ送られ,最‾F段の取出ロより外部に送り出されるもので,

レバーの1操作により確実に1個ずつ外部に送り出される機構であ

る｡この機構の特長は,性能的にはドリンクが庫内を不適なくまわ

ってから送り出されるので出てくるドリンクの温度は均一に冷却さ

れること,ドリンクが上段より下段に向かって送られるのでドリン

クの補給は上段より行なわれ,薬品として特にきらわれる古いドリ

ンクがいつまでも残るということがないこと,ドリンクを取り出す

ためのドアの開閉がないので外気の侵入による熟視失がなく取り出

しが簡単であることなどであるが,さらにドリンクの販売効果の点

から考えると薬品という自動販売機の使用が困難な商品に対し独創

的な送り出し機構を採用し,まったく新しい半自動販売機としての

性格をもたせた点で,このため販売量伝上きわめて効果的なものと

することができた｡またミラクル

照明は特殊な表面形状のアクリル

板で作った2垂の八角筒の内部で

無数の透光孔を設けた青色円筒が

回転し,その内部に蛍光灯照明を

入れた構造で,青色円筒の透光孔

と八角筒の表面形状により八角筒

は青色に照明され,その中に白色

の点が明滅しあたかも冷たい水の

流れを感じさせるものでドリンク

が冷たく冷却されていることをあ

らjっすものである｡

図1 日ケット形ショーケース
RC-200MT

■ 冷熱両用卓上ボトル形

ウオータークーラ

ウォータークーラの需要が各方面で増加してきた近年,手軽に使

用できるウォータークーラの新機種開発の必要が生じてきた｡

このため小形軽量で水道配管を要せず,卓上用として使用でき,

また冷却水のみならず熱水(湯)も同時にとりだせる冷熱両用可能の

ボトル形ウォータークーラ(形式RW-655B"ペアーポット”)を製

作した｡

本機は製品本体内部で冷水側タンクと熱水側タンクとが完全に互

いに独立しているのが大きな特長であり,それぞれ冷熱専用の操作

しやすいレバーコック式の流水弁を有している｡また,熱水側タン

クの外面底部に取り付けられている熱水用ヒータ(450W)は,通常

のこの種類のヒータよりワット密度を低くとり,温度上昇によるヒ

ータ寿命の影響が少ない特別な設計を施してある｡冷水側,熱水側

とも使用する飲料物の種類および使用者の好みによって,適当に水

温を調節,維持できるダイヤル可変式自動温度調節器を備え,冷水

は4～12℃,熱水は45～85℃の範囲のものが得られる｡

このほか上ぶた開閉時のふた裏面に付着した凝縮水の水だれを防

止するための特殊な排水機構を備えるなど,実用上の問題点を十分

考慮した各種の新しい機構がもりこまれている｡

本機の用途は,たんに冷水および熱水をうるのみならず,各種の

飲料物を冷却,加熱でき,熱水タンクは酒のかんや卵ゆでに用いら

れるなど,種々の広い応用範囲が考えられる｡

今後飲食店,バーなどの営業用および商店,銀行,事務所などの

各種サービス用に広く,その需要が見込まれるものである｡

図1は本棟の外観を示したものである｡

図1 卓上ボルト形

ウォYターターラ
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■ 高空気象を地上に再現する

環境試験装置

高空の気象環境を地上に再現する温度高度射ヒ試験装岸を完成し

た｡この装置は,地上から高度十万フィート(3万m)までの高さに

ともなって温度および圧力を変化させ高空飛行あるいほ急上昇する

ミサイルおよび誘導装置の性能について調査研究を行なうもので

ある｡

本装荘引ま試験槽,冷却装置および減圧装置などから成る｡

冷却装置は,極低温を得るために,冷媒にR-13とR-12を使っ

た二元冷凍方式で,槽内温度を常温常圧から-65℃まで1時間30

図1 冷 却 装 置

⊥ 新形エアクリーナシリーズ完成

各種調和器と組み合わせて使用されるエアクリーナとして,HB

形(キャビネット形洗浄管固定式350m3/minまで)とHA形(わ

く組形洗浄管走行式280m3/min以上)がシリーズとなっている｡

しかしながら,HA形ほ洗浄管の駆動機構があるため,特にHA形

の小容量の機種はHB形に比べ割高になっていた｡昭和40年度は

HA形のなかでも利用数の多い280～1,600m8/minの装罠に対して

国定洗浄方式を採用したHG形エアクリーナを開発するとともに,

HA形にも改良を加え,表1に示す新シリーズを完成して市場の要

望にこたえた｡

HG形エアクリーナほわく組形洗浄管固定式で,HB形およびHA

形の特長をそれぞオtに取り入れた使いやすい設計になっている｡構

表1 ユ ニ
ッ ト

分で冷却する能力を有するはか,低温度において±2℃の精度に制

御でき,規模ほわが国最大である｡

また減圧装置は,第1段にルーツ形,第2段にバランス形,第3

段に音軌可転形真空ポンプを用いた3段減圧方式で,槽内圧力を常圧

から10秒ごとに約1/2の割合で減圧しながら約60秒で8mmHg

(abs)まで減圧させる能力を有するほか,プログラムコントロールに

より種々の減圧カーブを得ることができ,また任意圧力の維持精度

を±5%または2mmHg以内に制御できる｡

今後本装置が,わが国の宇宙開発に大きな働きをすることが期待

される｡

図1,2は冷却装置および減圧装置の外観を示す｡

図2 減 圧 装

造上の特色としては洗浄管が固定式で,段数･列数に応じて必要数

の電磁弁(1～4個)を内蔵し,1.5kg/cm2の低水圧で順次自動切り換

え洗浄を行なうため,給水管は1B,排水管は3Bに全椀種統一され

ていることである｡

また左右の遮風板を開くことにより,任意の集じんユニットを引

き出すことが可能であり,前後処理フィルタがスライド式に組み込

まれており,ノズルの保守点検用窓があるなど保{､ト点検の点でも

多くの特長を備えている｡

新形エアクリーナシリーズの完成により,小形軽量,低電力,低

水圧,半永久的寿命を有する電源部など,他の追従を許さない日立

製作所独特の技術が全面的に打ち出されたわけで,大幅なコストダ

ウンと使いやすさにより,広範囲にわたる各種空調設備への需要が

期待される｡

配 列 と 処 理 風 量

別数

段数
01 10 02 11 20 12 21 30 22 31140 32 l川__4150

1

2

3

4

5

6

40* 59*

125

88

176

125

250

176

352

†
HB形

280 340

510

680

400

600

800

480

720

960

540

'凱0

1,080

600

900

1,200

680

1,020

1,360

740

1,110

1,480

800

1,200

1,600

〉

l

420 1,320

1,760

1,410

1,880

1,500

2,000
(キャビネット形洗浄管固定式)

HG形→
560

(わく組形洗浄管国産品-→

(わく組形洗浄管走行式)

850

1･000ll･200
1,440

1,350

1,620

1,500 1.700 1,850

2,220

2,000

2,400

乙200 2,諮0 2,500

3.0001,800 2,040 2,460 2.820

1

2

3

注 印ユニットは高さ400mmで,その他のユニ トほ高さ 600mmを使用,奥行は全ユニット 250mm.

ユニット列数の第1数字ほ楯878mmのユニット数を,また第2文字は幅620mmのユニット数を示す｡
処理風量ほ集じん率90%の場合を示し,85%の場合ほ奉養風量の1.2倍になる｡
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